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̏）ชݛ・資ྋの収ॄとޮ開 

ジェンダー研究のஎのخ൭のҲ૜のैࣰをਦる 
ジェンダー研究所は、1975 年૓ཱིの「女੓ชԿ資ྋؙ」࣎େから今日にࢺるまで 40 年以上にΚたり、

女੓学・ジェンダー研究のชݛ・資ྋの収ॄをઊえ間なく続けてきた。女੓に関する๴大なஎのॄ੷と
もいえる଄ॽは、お茶の水女子大学෡଒ਦॽؙの専໵コーナーにഓՏされ、学内外から OPAC（Online 

Public Access Catalog）でݗ索でき、手続きをܨれͻ学外の者もཤ用Ն೵である。 

 2022 年度も、رଅ・߬೘のଡ਼のชݛ・資ྋを収ॄすることができた。一方で、学内で॑෵所଄して
いる雑誌については、॑෵઎のܿߺ෾を૮手ؽ関に఑ڛしたうえでॴ෾し、ഓՏ৖所の確ฯを進めた。
また、ݻい॑ي資ྋをฯ؇しているΫϡϑネットの೘଺や、عଚ資ྋのフΟイリングなどの࠸੖ඍを進
め、ཤ用者のཤส੓の޴上につとめた。 

 

˛෡଒ਦॽ館઒༽ॽՏͲの଄ॽୁड़・Ԁལ 

ジェンダー研究所収଄ชݛ（ॽ੸༁ 25,000 雑誌༁、࡯ 340 झ）は、
お茶の水女子大学෡଒ਦॽؙの専໵コーナーにഓՏされ、学内外の学
ਫ਼や研究者にཤ用されている。 

ʮਦॽ館ཤ༽Ҍ内ʯ 
ʕ開ؙ日 

・݆ʛۜ 8:45ʛ21:00 （द業のない日は 17:00 まで） 

・ౖ 9:00ʛ17:00   （Ո・౛・ॡٵغ業غ間中はถؙ） 

・日 12:00ʛ17:00 

ʕถؙ日  

・日༷日、国຿のॗ日、年຦年始、大学Ոل一੬ٵ業日 

・Ո・౛・ॡٵغ業غ間中のౖ༷日 

・଄ॽ఼ݗ 

・ᷬԽࡉ当日、૓ཱིى念日、೘学ݩࢾ日当日、ଖ業ࣞ  

ˠ࠹新৚報は෉଒ਦॽؙウェϔγイト（KWWSV���ZZZ�OLE�RFKD�DF�MS�）をࢂ
ল。 

  

74



㻞㻜㻞㻞 ᖺᗘ 
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˛଄ॽ・研究ंͶؖする৚ๅ఑ڛ 

෡଒ਦॽؙ収଄ชݛ・資ྋのΆかに、ジェンダー研究所内にて、߬೘雑誌・رଅ雑誌の࠹新ߺ、研究
所の過去の成果刊行෼、事業のى࿧、所଒研究者ࣧජのॽ੸のΆか、સ国のジェンダー研究施અや஋女
共ಋࢂ画஄ରの定غ刊行෼をԀལすることができる。 

資ྋԀལ対ԢのΆか、研究者ٶびジェンダーに関心を࣍つ方ʓに、これらのชݛや資ྋ、研究所にட
੷されたஎࣟを߁く活用してもらうため、ϟールやు࿫による外部からの໲い合Κせ、๜໲ғབにも਷
 。対Ԣしている࣎

 
 

˛͕ணのਭ女ࢢ大学υジタルアーΩ΢ϔθͲの資料ޮ֋ 
KttS���DrFKiYes�Ff�oFKD�DF�MS� 

お茶の水女子大学デジタルΠーΩイϔθでは、本学をଖ業
し、女੓の઎ۨ的研究者として活༄したฯҬコό、ీࠉοΩ、
౮છ年子、⁍ଞみちよの研究業੹をまとめた資ྋ目࿧などが
ޮ開されている。 

これらの資ྋは、女੓ชԿ資ྋؙ࣎େの 1981 年のช部঴特
定研究「女੓高等教育とその成果に関する総合的研究」におけ
る̐つのプロジェクト、「რ ෌ਕ研究者の活動য়ڱに関する
調査研究ʊࣙષՌ学෾໼を中心にʊ」「ს 女੓ชԿに関する
ชݛ・資ྋの収ॄٶび調査研究」の中で、それͩれのごҪଔの
協力を得て収ॄしたҪ඾のうち、研究関࿊のものを੖理し、⻑
い࣎間をֽけて目࿧Կしたものである。 

目࿧Կは本研究所の઴ਐؽ関のプロジェクト成果である
が、これを大学のྼ࢛資ࢊとして߁くޮ開するよう、2007ʛ
2009 年にデジタルΠーΩイϔθԿされた。ݳ在、資ྋݳ෼は
理学部内にઅ஖された「女੓Ռ学者資ྋ࣪」でฯ؇され、本学
ਦॽ・৚報՟ 大学資ྋ୴当（VKLU\R#FF�RFKD�DF�MS）が૯޳と
なって資ྋԀལやୁड़等のғབにԢじている。 
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̐）IGS  ྋు子Կプロジェクト࢛
ジェンダー研究所は 2017 年度に、「IGS ྋు子Կプロジェクト」を始動した。ジェンダー研究所の࢛

઴ਐであるジェンダー研究センター（1996 年અཱི）、女੓ชԿ研究センター（1986 年અཱི）、女੓ชԿ資
ྋؙ（1975 年અཱི）において、所଒の研究者たちが企画開催してきた研究会やセミナー、国際シンポジ
ウム等のイϗントのى࿧・資ྋをు子Կし、「IGS デジタルΠーΩイϔ」として後੊に࢔すことで、ジェ
ンダー研究のさらなる発展にر༫することを目的とするプロジェクトである。 

5 年目をܶえた 2021 年度は、デジタルΠーΩイϔを実際にデータϗースとして活用できるものにする
ために、ϟタデータ（ు子Կしたݺพのデータについてのデータ）の構築に஥手した。 

˛ ుࢢ化ࡃ΢ϗンφ਼݇ 

 女੓ชԿ資ྋؙ࣎େと女੓ชԿ研究センター࣎େに開催されたイϗントのى࿧は、कにΩセットτー
プに࿧ԽされたԽ੢である。そのΆかに、ࣺਇ（ネΪフΡルムとࢶরき）と、һࡰ෼や手ॽきの資ྋ・
されている。2017࢔ྋが࢛ഖରのࢶ࿧等のى 年度以པこれらΠナログデータの調査を進め、バラバラに
ฯ؇されていた࢛ྋを過去のኰ報などをࢂ考に੖理していくࡠ業と、それとด行してݺพのΠナログデ
ータをデジタルデータへとร׷するు子Կࡠ業を進めてきた。2022 年 12 イϗント件ࡃ在のు子Կݳ݆
਼はʴන 1ʵの௪りである。 

ʴන 1ʵు子Կࡃイϗント件਼（ˠ1,2） 

 غ࣎

（年度） 
ૌ৭໌ 

イϗント 

件਼ 

ు子Կࡃイϗント件਼ 

χΫϣϟント 
（PDF） 

画଀ 
（JPEG） 

Խ੢ 
（mp3） 

動画 
（mp4） 

1975-1985 女੓ชԿ資ྋؙ 75   54  

1986-1995 女੓ชԿ研究センター 137 1 23 85  

1996-2014 ジェンダー研究センター 211 4 91 101 37 

2015-2021 ジェンダー研究所 130 130 130 100 30 

合67 340 244 135 553  ܯ 

ˠ1）ݳ在も調査中のため、イϗント件਼は今後ଁえるࠒݡ 
ˠ2）女੓ชԿ資ྋؙ࣎େと女੓ชԿ研究センター࣎େのイϗント一ལは本報告ॽ �0�ʛ109 นࢂল 

˛ ϟタυータの構஛ 

「IGS デジタルΠーΩイϔ」をデータϗースとして活用できるように、ϟタデータの構築に஥手した。ు
子Կしたݺพのイϗントが、どのようなτーϜで企画開催されたものであるのかを୼的に໎らかにする
ために、ϟタデータのΩτβリーのͽとつとして「τーϜ྘Ү」をઅ定することとした。গཔ、ジェン
ダーの研究者がデータϗースをݗ索する際のཤส੓を考ྂし、ు子ԿࡃイϗントのτーϜ྘Үをॳ次෾
ྪしていく༩定である。  
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̑）ウェϔγイト等での৚報発信 

Τェϔγ΢φસରの৚ๅ੖ཀྵͶՅ͓ɼᐾを੏ࡠ 

年度にӀき続きࡤ 2022 年度は、ウェϔγイトસରの৚報੖理とӵޢ発信のکԿを進めた。日本ޢϘ
ージは、̡ AIT 国際交流ワークシϥップ 20 ब年ى念報告ॽʳの発行に൒い、「AIT 国際交流ワークシϥ
ップ・プログラム」の特અϘージをࡠ成した。トップϘージにバナーを用意し、国際交流事業の৚報・
成果へḹり஥きやすいよう੖ඍを進めた。ӵޢϘージでは、෈ଏしていたイϗント৚報や開催報告の
成や、Twitterࡠ業を行なった。さらに、イϗント৚報のഓ信に特Կしたϟーリングリストのࡠࡎܟ に
よるイϗント告எ・リϜインχ、YouTube によるシンポジウムのオンデϜンχഓ信等、λーシϡルϟ
デΡΠをཤ用した৚報発信に注力した。 

今後は研究プロジェクトϘージの੖ඍを進め、所଒研究者が進める研究プロジェクトと、国際研究
ネットワーク、開催イϗントなどの事業、IGS Project Series 等の成果෼とが૮ޕリンクの形でԀལで
きるよう޽෋を॑͸る所ଚである。 

このΆか 2022 年度は、ॵのࢾみとしてᐾを̐झ（A・B）制ࡠした。ᐾ A・B それͩれのන面には
ウェϔγイトの QR コーχをࡎىし、ཬ面にはジェンダー研究所のΫϡッοコϒーをࡎىした。ジェ
ンダー研究所の߁報ϟデΡΠとҒ஖Ͱけ、ジェンダー研究所のଚ在と事業内容をஎってもらうととも
に、ジェンダーの研究そのものにもັڷ関心を࣍ってもらうきっかけとなることを目指し、国際シン
ポジウムなど IGS क催のイϗントのࢂՅ者や、本学大学Ӆ新೘ਫ਼や学部ਫ਼、IGS を๜れる研究者やϟ
デΡΠ関ܐ者らに߁くഓාする。 

ᐾ $（න・ཬ） ᐾ %（න・ཬ） 

ᐾΩラーࣺਇは本報告ॽ 13 นࢂল ᐾデδインʁԚ๠ ੘海 
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